
町の人　口
（41．7月末現在）

人　口　30，812
男　15，334
女　15，478
世帯数　7，048
前月との比較
人ロー150　世帯－34

8月20．日（－966）
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毎月1回各家庭に配布

今月の納税
8月は町県民税・国民健康保険税第2瑚分の納税月で

す。

役場．（遠賀借用金庫）または福岡銀行に、納期内に

納めてくだ害い○

納期は8月31日までです。
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学
校
敷
地
な
ど
公
共
用
地
を
買
収

－
　
水
害
見
舞
金
、
鉱
害
復
旧
費
も

昭
和
四
十
ｌ
年
度
町
補
正
予
算
は
、
第
三
回
町
懐
会
定

例
会
に
提
出
さ
れ
、
七
月
二
十
五
日
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
（
上
水
道
車
線
・
国
民
健
康
保
険
事
業
）
と
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
】
般
会
計
に
は
五
千
八
百
八
十
】
万
円
が

追
加
さ
れ
、
町
予
算
（
一
般
会
計
）
の
総
額
は
四
億
六
千

九
百
五
十
九
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
に
追
加
計
上
さ
れ
た

事
業
費
の
主
な
も
の
は
、
●
七
月
一
日

の
大
雨
に
よ
る
水
音
見
舞
金
●
富
田
の

三
垣
添
町
営
住
宅
・
南
中
学
校
の
鉱
害

復
旧
事
業
ｅ
町
立
学
枚
、
町
域
会
飴

等
公
共
用
施
設
の
敷
地
と
し
て
、
町

が
藤
り
上
げ
て
い
た
土
地
の
買
収
費

の
日
本
脳
炎
等
伝
染
病
予
防
費
の
県
連

水
巻
～
芦
居
藤
拡
張
工
事
負
担
金
ｅ
各

町
遣
・
橋
な
ど
の
維
珪
韻
費
の
上
水

謹
菜
へ
の
練
出
金
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
串
善
の
聾
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

一
、
栂
務
費

1

筈

謹

蔭

費

2
都
市
計
画
費

3
交
通
対
策
費
．

4
離
職
者
対
策
費

5
土
地
台
帳
整
備
費

6
社
説
賛

7
戸
縛
用
備
品
費

二
七
万
円

二
〇
万
円

六
万
円

二
〇
万
円

蔓
ハ
万
円

一
六
万
円

一
〇
万
円

1
児
童
福
祉
地
役
費
　
五
八
万
円

（
保
育
園
費
）

2
水
音
見
舞
金
　
　
　
九
〇
万
円

三
、
衛
生
費

ュ
日
本
脳
炎
等
予
防
費
　
四
一
万
円

2
防
疫
用
薬
剤
費
等
　
二
〇
万
円

3
上
水
道
事
業
会
計
練
出
金
三
五
三
万
円

4
ゴ
ミ
処
理
助
成
金
　
二
〇
万
円

四
、
労
働
費
　
　
　
　
二
万
円

五
、
農
林
水
産
業
費

ｌ
農
業
費
　
　
　
　
一
五
万
円

2
商
工
振
興
費
　
　
一
九
万
円

六
、
土
＊
費

ｌ
県
導
水
巷
～
声
嵐
線
拡
張

工
瘍
負
担
金
　
一
〇
〇
万
円

2
古
賀
峰
浦
繚
道
路
改
艮
費

上
鉱
宰
復
旧
工
事
が
始
ま
っ
た
青
田
の
三
垣
添
町
住
。
南

中
学
校
も
九
月
に
は
本
格
的
工
事
に
か
か
る
。

下
七
月
一
日
の
大
雨
で
は
町
内
各
地
が
浸
水
し
た
。
町
か

ら
は
救
助
活
動
と
と
も
に
、
被
災
世
帯
に
見
舞
金
が
だ

さ
れ
た
。

5
中
学
校
備
品
購
入
費
　
九
〇
万
円

6
要
保
護
児
童
・
生
徒
医
療

費
補
助
金
　
　
　
四
〇
万
円

九
、
災
害
復
旧
費

1
塩
添
（
青
田
三
）
町
営
住
宅

鉱
害
復
旧
蜜
　
　
二
三
七
万
円

2
両
中
学
校
鉱
害
復
旧
費二
一
四
万
円

3
町
営
基
地
災
害
復
旧
費
二
八
万
円

十
、
財
産
取
得
療

1
猪
熊
小
学
校
敷
地
分
三
（
8
万
円

2
町
民
会
館
敷
地
分
　
七
九
五
万
円

3
帝
甲
学
校
敷
地
分
二
六
〇
〇
万
円

4
水
巻
公
民
館
敷
地
分
一
二
〇
万
円

5
厚
生
住
宅
敷
地
分
　
六
二
七
万
円

こ
れ
ら
の
土
地
は
、
公
共
用
施
設

と
し
て
、
町
が
借
り
上
げ
て
い
た
も

の
寅
収
し
た
も
の
で
す
。

財
源
は
繰
越
金
と
国
庫
補
助
金

Ｊ
Ｔ

六
、
教
育
費
国
庫
相
助
金
　
五
四
万
円

七
、
鉱
専
復
旧
等
国
厚
補
助
金
二
八
八
万
円

上
水
遺
書
＊

源
水
費
を
追
加

財
源
は
一
般
会
計
か
ら

上
水
道
事
業
は
五
百
万
円
を
追
加
計

上
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
四
百
六

十
万
円
は
中
間
市
か
ら
購
入
す
る
源
水

費
の
不
足
分
で
あ
り
、
こ
の
財
源
と
し

て
二
般
会
計
か
ら
三
百
五
十
三
万
円

を
繰
入
れ
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
補
正
予
算
額

一
、
歳
入

1
繰
入
金
　
　
　
三
五
三
万
円

2
繰
越
金
　
　
　
一
四
七
万
円

二
、
歳
出

1
練
磨
喪
　
　
　
一
二
万
円

2
給
水
黄
　
　
　
四
五
九
万
円

3
送
配
水
管
工
事
費
　
三
〇
万
円

国
民
健
康
保
険
車
線

国
民
健
康
保
険
手
業
は
四
十
年
度
予

算
か
ら
二
土
刀
円
の
繰
越
金
が
あ
り
、

こ
れ
を
締
着
管
理
費
に
あ
て
て
い
ま
す

不
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
を

ｉｌも－118月は道路をまもる月間

紘一…㌻道路は広く美しく，ｔミミここｇＬ3ｔｇＴ

遺噂を自・動車や商品の置場にしない串う／
・田畑で除革したものを道に置かないよう；ｔ

1

に。路面排水が悪くなります。

路の悪いところを気づかれた方は役場建1枚採　バ

範にど連絡をお願し：しますｅ電離9‾け0631

こ
れ
ら
重
要
の
財
源
は
、
昭
和
四

十
年
度
予
算
か
ら
の
繰
越
金
と
国
庫
補

8
．
変
斐
人
轟
作
成
費

七
二
万
円
助
金
が
主
な
も
の
で
、
鉱
蜜
覆
旧
事
巣

3
そ
の
他
藩
維
持
費
二
五
万
円
に
つ
い
て
は
這
炭
か
ら
の
負
担
金
も

1
上
井
地
棉
補
強
費
　
三
〇
万
円
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
・

・
晶
宅
費
　
　
　
＝
芳
円
　
遭
帝
甲
学
校
、
猪
熊
小
学
校
敷
地

七
、
消
防
費
　
　
四
二
万
円
な
ど
の
財
産
取
貨
の
財
源
と
し
て
、

一
望
ハ
万
円

三
、
手
数
料
　
　
　
　
四
一
万
円

四
、
民
生
費
等
国
庫
負
担
金
五
六
万
円

五
、
町
営
住
宅
建
餃
費
簑
筋
金

三
二
万
円

八
、
県
支
出
金

九
、
線
地
金

十
、
雑
収
入

十
一
、
町
債

三
二
万
円
　
こ
の
補
正
予
算
に
限
ら
ず
、
譲
会
で

二
三
五
〇
万
円
決
っ
た
こ
と
な
ど
は
役
場
耶
に
掲
示
し

三
〇
万
円
て
あ
り
ま
す
が
、
不
明
な
点
、
不
審
な

三
、
八
〇
〇
万
円
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
窓
口
へ
。

係
が
ど
鋭
明
い
た
し
ま
す
。

八
、
教
育
費

9
そ
の
他
の
澄
貴

1
0
軽
打
開
寮
費

こ
、
民
生
費

三
三
万
円
　
1
猪
熊
小
外
珊
工
事
費
二
四
万
円

一
九
万
円
　
2
下
二
小
給
食
室
改
艮
費
二
〇
万
円

六
万
円
　
3
意
明
施
隊
費
　
二
九
万
円

4

壷

轟

傭

費

　

五

三

万

円

町
債
を
行
な
っ
て
い
ま
す
－
し

補
正
さ
れ
た
緑
入

て
民
生
費
負
担
金
　
　
五
四
万
円

こ
、
紋
章
復
旧
芸
義
金

農
、
業
委
員
会

新
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に
　
美
浦
晴
比
古
氏

七
月
十
五
日
覆
萱
草
聾
と
し
て
舷
会
推
せ
ん
の
委
員
五

瀬
見
に
決
ま
り
最
し
た
。

委
員
の
任
期
は
三
年
間
で
音
員
会
の

行
な
う
仕
事
は
、
農
地
の
利
用
関
係
の

礪
準
　
交
換
の
あ
っ
せ
ん
、
農
義

興
計
蘭
の
樹
立
、
應
歪
稀
の
改
良
、

登
雷
管
の
会
規
化
な
ど
、
水
巻
町
農

永久選挙人名将

瀬
斗
人
名
解
の
制
度
か

か
わ
り
「
永
久
選
挙
人
名

樽
」
制
度
が
で
卓
て
い
ま

す
。こ
の
永
久
聾
人
名
簿

ら
九
月
九
日
ま
で
の
間
に
役
場
で
み

な
さ
ん
に
お
見
せ
し
ま
す
。

○
激
岳
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
必

ず
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

○
も
し
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は

ま
た
異
譲
の
申
出
の
期
間
甲
（
九

月
九
日
ま
で
）
で
な
い
と
、
登
録
に

も
れ
た
人
を
登
録
す
る
こ
と
か
で
曽

ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
ん
と
の
鴫
圭
で
永
久
遜

十
巳
か
ら
水
巻
町
内
に
馴

住

ん

で

い

る

人

　

－

4
犯
罪
な
ど
に
よ
り
聖
二

樽
を
失
な
っ
て
い
な
い
一

こ
と

員
会
委
員
竺
ｌ
聾
は
、
細
投
票
で
名
、
彙
協
同
粗
憲
秦
荘
狙
撃
農
民
に
関
す
る
す
べ
て
か
含
ま
れ

別
記
の
十
遍
が
蛍
灘
－
呈
し
た
。
轟
せ
ん
の
委
員
－
．
名
も
避
任
さ
れ
、
て
い
ま
す
。

こ
の
ｌ
選
掌
に
よ
轟
員
の
外
に
単
織
会
長
は
手
鼻
の
互
過
に
よ
轟
比

’∴’′Ｊ．’∴111ｒＪ1．．1∵∴′Ｊ∵∴．．1’ＪＪ．．∴．．1‘．′ＪＬヽ11．．．ＪＪで㌫∴∵∵㌔告∴∵．

，
』
芸
－
7
7
1
も
弓
㌣
ノ
．
1
亀
胃
、
／
ｈ
ｌ
著
て
・

に
は
エ
バ
月

末
ま
で
に
咽

番
貫
か
各
世

帯
霞
間
し

鳶
の
日
比 一

‘
‥
へ
ｔ

楓
書
空
漫
出
し
た

人
で
も
前
妃
の
登
壇
繁

て
通
羞
格
に
つ
い
て
の
礪
査
を
　
異
糠
の
申
立
、
ま
た
は
激
轟
の
追

東
郷
し
、
審
査
し
た
誓
定
着
を
　
加
を
し
て
く
だ
さ
い
。

従
寵
期
間
、
九
月
九
日

ま
で
こ
の
轟
は
、
八
月
二
土
ハ
田
か

…
登
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
永
久
遜
躊
人
轟
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
、
来
年
三
月
三
十
日

ま
で
の
闇
に
選
挙
が
あ
っ
て
轟

で
専
ま
せ
ん
。

挙
人
名
簿
に
塾
録
さ
れ
る
人
は
次
の

要
件
に
眩
当
す
る
人
で
す
．

1
日
本
国
民
せ
あ
る
こ
と

2
昭
和
二
十
ｌ
年
十
月
－

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

3
昭
和
四
十
－
年
三
月
こ

冊
射
通
牒
　
件
に
眩
当
し
な
い
人
は

登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

追
加
登
録
の
中
豊
束
年
の
三
月
一

日
ま
で
に
し
な
い
宅
来
年
四
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
地
垂
の
投
票

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

新
養
線
香
鼻
毛
　
（
敬
称
略
）

原
田
　
弘
適
：
　
猪
熊
　
農
鶉
　
三
五
　
新

．

1
▼
＝
，
’
＿
ｌ
ｌ
，
，
▼
，
ｌ
ｌ
，
，
，
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
，
▼
▼
ｌ
ｌ
’
°
▼
ｌ
ｌ
，
ｔ
ｒ
，
ｉ
＿

氏
　
名
　
　
住
所

⑳
選
挙
に
よ
る
率
皇
東

森
安
正
線
　
上
二

割
困
久
雄
　
青
田
二

峰
浦
、
定
彦
　
古
賀

鳥
沢
正
雄
、
下
　
二

入
江
次
夫
　
壷
敷

農
場
主
甲
　
宮
田
三

永
滑
一
朋
　
伊
佐
座

高
桧
万
寿
男
　
猪
熊

職
撫
　
ｌ
年
令
摘
壷

重責彙彙彙彙彙彙

六六四四五四六四
一六一一四七二二

新前前覿新前元前

山
本
朝
生
　
頃
．
索
．
虚

太
田
　
質
　
　
机
・
慶
飛

⑳
臓
金
地
せ
ん
に
よ
る
選
任
署
員

津
田
一
敗
　
立
屋
敷
　
会
社
員

木
原
　
秋
雄
・
壌
宋
　
農
縄

小
林
直
子
．
伊
佐
廃
　
盤
舞

入
匹
．
穣
美
　
下
　
二
　
農
黒

副
田
寿
－
　
宮
田
二
　
義

五
九
　
新

六
五
　
新

五
三
五
九
五
七
五
三
五
一

Ｊ
⑳
臨
葉
協
同
粗
霧
嚢
謹
組
合
椎
せ
ん
に
よ
る

適
任
委
員

美
樹
岬
比
古
　
古
賀
　
農
業
　
五
三

『二二二二二∵二二芸芸ここニ二ニ

ｌ‾二三芋茎ｉ吾妻差す
「たばこ．」か串の税金は町の・

財政を支えています。

たばこを買うと尊は、ぜひ町内で
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（2）第227号水昭和41年8月20日

夜
ま
わ
り
や
公
園
そ
う
じ

み
ん
な
か
ら
感
謝
上
二
町
住
〝
寿
会
〟

か
っ
ち
、
か
っ
ち
。
ひ
の
よ
ー
じ
え
み
な
さ
ん
元
局
な
も
の
。
会
の
目
的
す
。
子
供
さ
ん
は
夜
遊
び
に
出
て
い
ま

ん
。
と
ぢ
ま
り
よ
ー
じ
ん
。
毎
晩
九
時
轟
く
と
「
み
ん
な
の
老
後
の
生
活
を
せ
ん
か
、
と
い
う
気
持
を
こ
め
て
い

単
に
な
る
と
、
上
二
町
営
住
宅
街
に
よ

く
と
お
る
き
れ
い
な
声
が
流
れ
ま
す
。

こ
れ
は
町
内
の
安
全
を
願
っ
て
、
上

二
町
住
老
人
ク
ラ
ブ
．
寿
会
．
の
み
な

さ
ん
が
行
な
っ
て
い
る
夜
廻
り
の
声
。

こ
の
寿
会
は
、
夜
廻
り
の
は
か
に
も

毎
月
道
路
改
修
、
町
内
公
園
の
そ
う

雪
廃
品
回
収
な
ど
を
し
て
町
内
の
み

な
さ
ん
か
ら
も
た
い
へ
ん
喜
こ
ぼ
れ
て

い
ま
す
。
会
見
は
五
十
九
才
か
ら
七
十
七
才
ま

で
の
二
十
三
名
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
い

健
康
に
す
ご
す
た
め
だ
よ
」
　
「
人
間
、

何
か
や
っ
て
い
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。

老
人
の
若
返
り
法
で
す
た
い
」
「
事
実

若
返
り
ま
し
た
よ
。
こ
の
人
な
ん
か
独

身
だ
か
ら
ね
。
今
か
ら
レ
ン
ア
イ
で
も

で
き
る
よ
。
ワ
ッ
バ
ッ
ハ
ッ
」
と
ま
っ

た
く
若
々
し
い
気
分
の
方
々
で
す
。

ま
た
「
私
達
は
老
人
だ
が
亀
の
甲
よ

り
年
の
功
と
か
。
ま
だ
、
な
に
か
で
皆

さ
ん
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
。
青
少
年

の
非
行
問
題
に
も
関
心
を
強
く
も
っ
て

い
ま
す
。
夜
姻
り
も
、
も
う
九
時
半
で

る
」
と
棟
極
的
な
生
活
態
度
を
示
さ
れ

ま
す
。

会
の
悩
み
は
、
も
っ
と
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
を
ふ
や
し
、
・
皆
で
楽
し
む
機
会
を

多
く
し
た
い
が
会
費
が
安
い
た
め
こ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
先
月
か

ら
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
人
達
で
後
援

会
も
で
き
、
良
い
お
じ
い
さ
ん
、
良
い

お
ば
あ
さ
ん
で
老
後
を
楽
し
く
過
ご
そ

う
と
す
る
人
達
の
、
こ
の
寿
金
は
ま
す

ま
す
す
ば
ら
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

局
舎
斬
築
記
念

簡
易
保
険
募
集
中

折
尾
郵
便
局

折
尾
郵
便
局
の
局
舎
が
新
築
落
成
い

た
し
ま
す
。
こ
の
新
築
を
記
念
し
て
、

紀
念
晶
付
値
易
保
険
の
大
募
集
中
で

す
。九
月
′
盲
か
ら
来
年
二
月
末
日
ま
で

の
新
ら
し
い
簡
易
保
険
、
郵
慣
貯
金
の

ど
加
入
者
に
、
粗
品
と
抽
せ
ん
券
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

抽
せ
ん
発
表
　
昭
和
四
十
二
年
三
月

記
念
品
と
簡
易
保
険
か
ら
、
あ
な
た

の
幸
福
と
安
心
を
／

芸
さ
れ
る
国
民
年
金
記

韓
国
に
よ
る
だ
捕
漁
船
の
船
主

乗
組
員
に
特
別
給
付
金
を
支
給

申
請
は
九
月
三
十
日
ま
で
に

日
韓
漁
業
協
定
の
締
結
に
伴
っ
て
、

韓
国
に
だ
捕
さ
れ
た
漁
船
の
船
主
、
乗

組
員
な
ど
に
対
し
て
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
給
付
金
の
支
姶
富
蕗
で
専
る

者
は
て
だ
挿
さ
れ
た
漁
船
の
だ
捕
当
時
の

所
有
者
、
使
用
者
。

二
、
だ
捕
漁
船
の
乗
組
員
で
．

①
だ
輔
に
伴
い
抑
留
さ
れ
た
者

⑧
だ
捕
抑
留
に
醸
し
、
ま
た
は
そ
れ

を
渡
接
の
原
因
と
し
て
死
亡
し
た

者
。
（
帰
還
後
一
年
経
過
し
て
死
亡

し
た
着
を
除
く
）

⑧
だ
捕
抑
留
を
直
接
の
原
因
と
し
て

身
体
障
審
者
と
な
っ
た
者
。

な
ど
と
そ
の
遺
族
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
申
請
は
県
水
産
部
水
産
蝶
へ
九
月
三

十
日
ま
で
に
。
九
月
三
十
日
を
過
ぎ

る
襲
い
ま
す
。

透
な
た
の
お
店
に
欠
点
は
？

帥
削
・
総
合
指
導
所
に
ど
う
ぞ

「
県
の
木
」
を
募
集

ク
ス
・
ツ
ツ
ジ
・

ア
ヤ
ス
キ
・
ウ
メ

・
ツ
ゲ
の
中
か
ら

樽
同
県
で
は
、
緑
の
連
動
を
す
す
め

よ
う
と
「
県
の
木
」
を
芸
し
て
い
ま

す
。応
募
さ
れ
る
方
は
、
ク
ス
・
ツ
ツ
ジ

・
ア
ヤ
ス
ギ
・
ウ
メ
・
ツ
ゲ
の
五
つ
の

木
の
な
か
か
ら
、
福
岡
県
の
特
徴
を
よ

く
表
わ
し
、
県
民
に
親
し
ま
れ
、
県
の

木
に
ふ
さ
わ
し
い
と
患
わ
れ
る
木
を
一

種
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
は
、
ハ
ガ
卓
に
木
の
な
ま

え
、
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職
筆
書

き
、
補
間
市
天
神
町
一
丁
日
、
福
岡
県

治
山
課
内
、
県
の
木
選
定
事
務
局
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

ふ
ハ
月
一
日
か
ら
県
庁
円
の
妾
易

蝕
三
陣
に
、
新
ら
し
く
補
間
県
中
小
企

業
総
会
指
導
所
が
店
開
き
レ
て
い
ま

す
。九
州
で
最
初
に
投
げ
ら
れ
た
こ
の
指

導
所
は
、
県
下
約
十
三
万
六
千
の
中
小

企
業
の
よ
ろ
ず
相
験
所
と
し
て
、
そ
の

企
業
経
営
の
向
上
と
発
展
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

．
こ
の
総
会
指
導
所
で
は
、
お
も
に
つ

ぎ
の
よ
う
塞
相
警
指
導
の
策
務
を
行

な
っ
て
お
り
、
こ
の
指
導
・
相
談
は
す

べ
て
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

ど
利
用
く
だ
さ
い
。
役
腸
で
は
憲

で
お
せ
わ
し
た
し
ま
す
。

て
企
業
診
断
と
事
後
指
導

各
商
店
、
工
場
、
組
合
恵
嚢
体
や

業
種
団
体
な
ど
の
合
理
化
の
た
め
、

中
小
企
巣
診
断
風
よ
る
改
善
勧
骨
と

そ
の
事
後
指
導
。

′

こ
、
相
較
指
導

．
ゐ
藻
の
経
営
ま
た
は
技
術
に
つ
い

て
の
相
談
や
指
導
。

三
、
研
修
あ
る
い
は
績
留
金

経
営
者
お
よ
び
菅
珪
者
の
経
営
管

理
技
術
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
研

修
会
や
、
従
巻
員
の
技
術
向
上
を
は

か
る
稗
習
会
の
実
施
。

四
、
そ
の
他
経
常
技
術
の
総
合
的
な
指

導
や
、
各
企
業
の
問
題
点
解
決
へ
の

指
導
を
し
ま
す
。

芸フ昌リ蒜の予防接種

ｌ
、
初
回

昭
和
四
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
四

十
一
年
五
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
乳
児
は
、
三
回
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

ｔ
「
追
加

皇
国
（
完
了
）
接
穐
後
一
年
か
ら

一
年
単
の
乳
児
は
、
一
回
だ
け
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
三
期

来
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定

の
幼
児
。

四
、
料
金

⑦
初
回
（
三
回
分
）
　
亨
二
十
円

㊥
追
加
ご
国
分
）
　
四
十
円

㊦
ヂ
フ
テ
リ
ア
〇
回
分
）
十
円

三
期
の
幼
児
の
み
。

第 1 匝旧 第 2 回 目第 3回 目 時 、間 場　　　 所

9 月 6 ，日 9 月27日10月 18 日14時～16時 祁 口公 民 館

9 月 7 日 9 月2 8日担8 19日 ′ 下二町住公民館

9 月 8 日 9 月29 日10月20日 タ 役 場　 別 館

（幼雅園児は幼稚園で実施します）

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
当

然
財
源
の
問
題
か
で
て
き
ま
す
。

年
金
額
を
現
在
の
二
倍
半
の
五
千
円

に
引
き
上
げ
る
と
、
今
の
百
円
・
百
五

十
円
の
保
険
料
と
、
五
十
円
・
七
十
五

円
の
国
臆
負
規
で
は
と
盲
か
な
え

老
令
年
金
の
額
は
、
現
在
二
十
五
年

保
険
料
を
納
め
た
場
合
、
月
額
二
千
円

と
な
っ
て
い
る
の
を
五
千
円
に
倍
増
、

夫
掃
わ
せ
る
と
二
万
円
年
金
．
と
な

り
ま
す
。
．
夫
婦
で
一
万
円
年
金
◆
と
い
う
の

は
、
さ
き
に
実
現
し
た
厚
生
年
金
の
一

万
円
年
金
に
合
せ
．
国
民
年
金
も
他
の

社
団
桧
入
墨
素
研
修
生
派
米
協

会
で
甘
四
と
年
度
海
仇
派
遣

農
業
研
優
生
を
つ
ぎ
の
と
お
れ
募

集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
県
庁

農
地
開
拓
謀
、
聾
生
課
へ
。

て
受
入
団
体

ｌ
ヽ

中
学
卒
業
後
三
カ
年
以
上
費

関
係
研
修
親
閲
の
修
了
者
で
．

英
悟
が
話
せ
、
従
農
の
意
志
か

あ
る
者
。

⑧
昭
和
十
五
年
七
月
一
日
か
ら

二
十
三
空
ハ
月
三
十
日
ま
で
に

ご
存
知
の
方
は

お
知
ら
せ
を

つ
ぎ
の
方
は
引
揚
者
（
遺
族
）
給
付

金
泰
甲
に
転
居
先
が
不
明
と
な
り

ま
し
た
。
ど
存
知
の
方
は
役
場
ｌ
厚
生
陳

に
お
知
ら
せ
を
。

田
由
カ
ツ
エ
さ
ん

金
石
留
　
青
号

廿
．
1
・
・
－
・
・
‘
1
・
テ
ー
き
ー
き
ー
・
言
．
1
・
・
テ
・
Ｉ
享
1
・
テ
レ
ー
二
四
・
9
8
円
を
二
六
、
四
〇
〇
円
き
萄
㌦
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す

米派

胴
農
業
研
修
生
裏
二
乗

米
国
4
Ｈ
ク
ラ
ブ
財
団

二
、
派
漣
期
間

昭
和
四
十
二
年
七
月
か
ら
四
十

四
年
六
月
ま
で
。

三
、
資
格
ノ
条
件

①
高
等
学
校
卒
業
以
上
ま
た
は

生
ま
れ
た
男
子
。

⑧
身
体
重
圧
董
五
五
毎
・
身

長
〓
ハ
○
？
撞
力
四
〇
毎
・

背
筋
力
一
四
〇
毎
・
胸
囲
身
長

の
1
／
2
・
肺
清
量
四
〇
（
う

に
以
上
の
者
。

陣
宰
年
金
の
対
象
者
、
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
予

の
障
害
範
囲
は
、
緒
核
、
精
神
靖
以
外

の
内
銚
障
害
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た

の
が
、
こ
ん
と
の
改
正
案
で
は
高
血
圧

な
ど
す
べ
て
の
陣
事
が
庸
盲
受
給
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
∵

福
祉
年
金
額

な
ど
の
増
額

福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
支
給
制
限

の
緩
和
、
年
金
額
の
増
額
な
ど
年
々
改

尊
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
も
・
老
命
褐
祉
年
金

一
五
、
六
〇
〇
円
を
一
八
、
0
0
0
円

・
障
害
福
祉
年
金

妄
給
範
習
拡
大
・
拍
転
維
柑
毘
摘
録
…
謂
拍
錮
錮
紺
絹
紺
摘
録

私
通
の
た
め
に
そ
の
老
後
を
保
障
し
、
ま
た
万
一
の

事
故
に
よ
り
一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
た
と
き
の
用
意

に
国
民
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
で
は
、

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
始
ま
っ

た
拠
出
制
国
民
年
金
は
、
昭
和
四
十
一
年
が
ち
ょ
う

ど
そ
の
五
年
目
に
あ
た
り
、
厚
生
省
と
国
民
年
金
審

年
金
額
が
生
活
水
準
や
物
価
尊
に
比
較
し
て
み
て
少

な
過
ぎ
は
し
な
い
か
な
と
、
五
年
毎
に
再
計
算
を
し

そ
の
時
に
見
合
う
よ
う
年
金
額
を
切
整
す
る
こ
と
に
蹟
会
で
は
年
金
額
の
引
き
上
げ
を
中
心
に
、
現
在
の

保
険
料
額
や
図
庫
負
担
の
割
合
な
ど
に
つ
い
て
審
嬢

を
重
ね
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。

老
令
年
金
な
ど
の
引
き
上
げ

公
的
年
金
と
の
均
衡
を
保
つ
意
味
で
夫

婦
で
一
万
円
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
老
命
年
金
額
の
引
き
」
「
汐
に
伴
い
障

嘗
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
の
各
年
金
に
つ
い
て
も
そ
れ

ぞ
れ
保
障
額
が
引
専
上
げ
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
も
ニ
∞
∞
円
に

障
害
年
金
な
ど

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
厚
生
省
で
は
、
現
在
の
保

険
料
百
円
萱
一
百
円
に
、
百
五
十
円
を

二
重
十
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
去
り
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
五
千
円
の
年
宴
叉
給
す

る
た
め
に
必
畢
な
保
険
料
に
は
星

組
分
を
合
わ
せ
て
も
ま
だ
不
足
し
て
い

末加入者はすぐ届出を
資格がなくなります

ことし　35才の人

国
民

年
金
加

入
者
は

会
頭
で

約
二
千

万
人
、
神
岡
県

で
は
、
七
十
一

万
人
を

こ
え
て

お
り
ま

す
。
し

か
し
、
県
下
で

ま
だ
当

然
加
入

し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
で
未
加
入
着
が
三
万

人
、
こ
と
し
二
十
才
に
達
し
な
が
ら
届

け
出
て
い
な
い
人
が
約
五
千
人
も
あ
り

ま
す
。

定
の
加
入
期
間
と
保
険
料
を
納
め
た
期

間
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
で
は
、
こ

の
期
闇
が
二
十
五
年
以
上
に
な
っ
て
い

思
す
。し
か
し
、
国
民
年
金
が
始
ま
っ
た
と

き
、
す
で
に
四
十
才
と
か
五
十
才
と
か

の
年
令
欄
の
人
た
ち
は
、
当
然
六
十
才

ま
で
に
こ
の
期
間
は
満
た
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
制
度
発
足
当
時
の
年
令
に
応

じ
、
必
要
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ

当
時
三
上
才
の
人
は
二
十
四
年
、
三

十
二
才
の
人
は
二
十
三
年
と
一
年
づ
つ

短
か
く
な
っ
て
お
り
、
当
時
四
十
五
才

以
上
の
人
は
十
年
の
期
間
が
あ
れ
ば
老

令
年
金
を
受
け
ら
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

当
時
三
十
一
才
の
人
は
、
五
十
九
才

ま
で
に
二
十
九
年
あ
り
、
二
十
四
年
の

納
付
期
間
は
十
分
あ
っ
た
わ
け
で
す
か

も
し
未
届
け
の
ま
ま
の
人
が
い
ま
す
と

現
在
三
十
五
才
に
な
っ
て
お
り
、
五
十

九
才
ま
で
に
二
十
四
年
ぎ
り
ぎ
り
し
か

国
民
皆
年
金
制
度
の
今
日
、
ど
．
の
年
あ
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
で
も
す
ぐ
に
国

で
い
く
見
込
み
で
す
。
　
　
　
，
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■

こ
れ
ら
の
改
正
は
昭
和

…
四
十
こ
瑠
ｌ
月
ｌ
日
か
ら
…

…
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
福
祉
…

…
年
金
の
支
給
範
囲
の
拡
大
…

…
に
つ
い
て
は
四
十
一
年
五
一

㍗
月
．
－
圏
か
ら
施
行
ざ
れ
る
叫

∵
Ｌ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仙

＿

＿

ｔ
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ｔ

ｈ
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＿
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＿
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ｔ

＿

＿

ｔ

こ

ｔ

＿

ｔ
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＿
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＿
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＿

＿

ｌ

＿

ｔ

こ

ｔ

＿

＿

＿

＿

ｔ

＿

＿

・
母
子
、
率
母
子
棺
祉
年
金

一
八
、
（
×
8
円
を
一
〇
、
四
〇
〇
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
Ｌ
跨
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
給
制
限
も
緩
和
さ
れ
、
受

給
本
者
本
人
の
所
絡
制
限
が
二
十
二
万

円
か
ら
町
戌
税
の
非
課
税
限
度
額
に
引

砦
感
じ
て
も
、
も
う
退
す
ぎ
ま
す
。

国
民
年
金
は
⊥
ハ
十
才
ま
で
が
加
入
期

間
で
す
か
ら
い
つ
ま
で
も
未
加
入
の
ま

ま
で
い
る
と
、
鋳
募
る
た
め
に

必
喜
間
を
、
は
ん
と
う
に
満

た
す
こ
と
が
で
鼻
で
な
っ
て
し
壊
い

ま
す
。あ
な
た
の
ま
わ
り
に
層
の
方
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
・
…
・

老
令
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
一

純
な
と
善
は
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て

お
か
な
い
と
、
ニ
・
サ
由
年
の
最
富
落

期
間
さ
え
満
た
す
こ
と
が
で
卓
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
ｌ
と
は
、
二
十
才
以
上

の
人
で
あ
れ
ば
だ
れ
に
で
も
い
え
る
こ

と
で
す
。
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
国
威
年
金
制
度

へ
加
入
の
手
続
き
を
済
ま
す
よ
う
に
ど

注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
手
帳
の
〝
衣
替
え
″

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
現
在
も
っ
て
い

る
国
民
年
金
手
帳
は
、
昭
和
四
十
二
年

度
か
ら
新
ら
し
く
変
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国
民
年
金
手
帳
は
五
年
ご
と
に
変

り
、
こ
れ
で
こ
冊
弓
使
用
済
の
旧
事

帳
は
、
大
切
な
．
年
金
受
給
の
た
め
の

記
録
．
で
す
。

一
生
変
わ
ら
な
い
．
紀
号
・
番
号
■

と
と
も
に
、
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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